
日
本
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
の
歴
史

﹇
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
﹈

多
く
の
人
が
そ
の
存
在
を
知
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
。そ
の
導
入
時
期
は
、

開
国
し
た
直
後
の
こ
と
で
、
近
代
化
を
象
徴
す
る
最
新
式
の
木
造
建
築
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
こ
の
北
米
生
ま
れ
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
は
紆
余
曲
折
を

経
て
、
今
日
の
住
宅
分
野
に
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
わ
が

国
の
住
宅
の
近
代
化
の
歴
史
で
も
あ
る
。

内田  青蔵
Seizo UCHIDA

神奈川大学 工学部 建築学科 教授　
工学博士。専門は日本近代建築史。
幕末・明治以降の住宅建築の歴史研
究の第一人者。歴史的建築物の保存、
活用を唱える。主な著書は「日本の
近代住宅」（鹿島出版会）、「お屋敷
拝見」（河出書房新社）など

こ
の
連
載
で
は
、
日
本
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
の
導
入
期
で
あ
る
戦
前
期
ま
で

の
歴
史
に
つ
い
て
、
導
入
が
試
み
ら
れ
た
明
治
初
期
の「
プ
レ
前
期
」か
ら「
前
期
」、

「
中
期
」を
経
て
、昭
和
初
期
の「
後
期
」ま
で
、４
つ
の
時
期
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

東京・池袋にある自由学園明日館の玄関。巨匠フランク・ロイド・ライトの設計により1921年（大正10年）に建てられたツーバイフォー建築で、今なお輝き続ける。

新
連
載



は
異
な
る
板
状
断
面

材
を
構
造
材
と
し
て

釘
で
組
み
立
て
る
建

築
が
、
規
格
化
さ
れ

た
製
材
・
製
釘
の
工

業
生
産
と
い
う
技
術

革
新
を
背
景
に
普
及

し
て
い
た
の
で
あ
る

（
図
３
、
図
４
）。

　

そ
の
た
め
、
ア
メ

リ
カ
で
生
ま
れ
た
こ

の
新
構
造
が
、
こ
の

時
期
に
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
越
野
武
博
士
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
で
も

１
８
７
０
年
代
後
半
に
な
る
と
導
入
が
試
み
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
１
８
７
７（
明
治
10
）年
以
降
の
札

幌
農
学
校
の
教
師
陣
は
、
本
格
的
な
農
場
施
設
の
建
築
方

法
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
は
も
と
よ
り
、
構
造
も
ア
メ
リ
カ
で

開
発
さ
れ
た
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
の
導
入
を
め
ざ

し
た
の
で
あ
る
。
土
木
教
師
ホ
イ
ー
ラ
ー
は
模
範
家
畜
房

や
、
札
幌
時
計
台
の
名
で
知
ら
れ
る
演
武
場
の
基
本
設
計

と
し
て
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
に
よ
る
図
面
を
提
示

し
た
。
こ
う
し
た
構
造
が
直
ち
に
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
木
造
建
築
と
し
て
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
と
と
も
に
、
新
時
代
の
建
築
構
造
の
模
索
も
開
始

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ち
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
ブ
ッ
ク
掲
載
の
図

面
を
も
と
に
造
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
例
と
し

て
、
１
８
７
３（
明
治
６
）年
に
完
成
し
た
開
拓
使
本
庁
分

局
庁
舎
は
、
１
８
６
９
年
に
刊
行
さ
れ
たW

oodw
ard

の

『N
ational architect

』に
掲
載
さ
れ
た
図
面
を
も
と
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（
図
１
、
図

２
）。
で
は
、
そ
の
構
造
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
点
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

た
だ
、
建
築
史
家

の
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン

は
名
著『
時
間 

空
間

建
築
』で
、
ア
メ
リ

カ
で
生
ま
れ
た
新

構
造
で
、
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
法
の
原
型

と
い
わ
れ
て
い
る

バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー

ム
構
造
に
よ
る
最

初
の
事
例
と
し
て
、

１
８
３
３
年
の
シ
カ

ゴ
の
セ
ン
ト
・
メ
ア

リ
ー
教
会
を
紹
介
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

１
８
３
０
年
以
降
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、
伝

統
的
な
柱
梁
構
造
と

開
拓
使
の
設
置
と
開
拓
使
本
庁
舎
の
出
現

　

日
米
修
好
通
商
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
１
８
５
９（
安
政

６
）年
、
函
館
も
外
国
に
開
か
れ
た
。
１
８
６
０
年
ロ
シ
ア

領
事
館
、
１
８
６
３
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
建
て
ら

れ
る
な
ど
、
北
海
道
に
も
洋
風
建
築
の
導
入
が
始
ま
っ
た
。

　

明
治
期
に
な
る
と
、
新
政
府
は
１
８
６
９（
明
治
２
）年

に
開
拓
使
を
設
置
し
、
北
方
の
積
極
的
な
開
発
に
乗
り
出

し
た
。
西
部
開
発
の
実
績
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
に
技
術
援
助

を
求
め
た
。
１
８
７
１
年
、ア
メ
リ
カ
の
農
務
局
長
で
あ
っ

た
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
人
顧
問

団
が
来
日
し
た
。
翌
年
に
は
豊
か
な
森
林
資
源
を
建
築
資

材
に
利
用
す
る
た
め
、
水
力
と
蒸
気
を
動
力
と
し
た
機
械

製
材
工
場
を
札
幌
に
完
成
さ
せ
る
な
ど
技
術
導
入
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
丸
鋸
を
用
い
た
柱
材
や
板
材
な
ど
の
近

代
技
術
に
よ
る
大
量
生
産
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
１
８
７
３
年
に
は
、
こ
う
し
た
建
築
資
材
を
も
と
に

ケ
プ
ロ
ン
の
原
案
に
よ
る
下
見
板
張
り
の
木
造
２
階
建
て

に
ド
ー
ム
を
冠
し
た
開
拓
使
本
庁
舎
が
完
成
し
た
。
本
格

的
な
ア
メ
リ
カ
系
建
築
の
導
入
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
の
導
入
へ

　

で
は
、
こ
の
明
治
初
期
の
本
格
的
な
ア
メ
リ
カ
系
建
築

は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
の
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
池
上
重
康
博
士
が
興
味
深
い
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
当
時
の
建
築
の
多
く
は
、
わ
が
国
に
持

図1  開拓使本庁分局正面図 図2  Woodward『National architect』
       No.15「Front Elevation」

北
海
道
を
中
心
に
導
入
が
試
み
ら
れ
る

第
一
回

プ
レ
前
期（
明
治
初
期
）

図3  バルーン・フレーム構造 図4  セント・メアリー教会 
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図６  演武場復原断面図

　

各
部
材
は
板
状
断
面
材
で
、
小
屋

も
カ
ラ
ー
ビ
ー
ム
（
垂
木
つ
な
ぎ
）
が

見
ら
れ
る
点
な
ど
、
バ
ル
ー
ン
・
フ

レ
ー
ム
構
造
の
特
徴
が
見
て
と
れ
る
。

な
お
、
現
状
で
は
角
柱
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
角
柱
は
後
の
修
理

時
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
も
い
わ
れ

て
お
り
、
創
建
時
は
間
柱
だ
け
の
バ

ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
の
建
築
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

旧
札
幌
農
学
校
演
武
場

（
現 

札
幌
時
計
台
）

演武場
明治11年（1878年）
設計／W. ホイーラー　重要文化財

日本のツーバイフォー建築の歴史
プレ前期（明治初期）

■図版出典
図１・２　池上重康『明治初期日本政府蒐集舶載建築書の研究』北海道大学出版会　2011年より転載
                ※図１は北海道大学附属図書館北方資料室所蔵
図３・４　ギーディオン原著・太田實訳者『復刻版　新版　時間 空間 建築』丸善株式会社　2009年より転載
図５・６　越野武『北海道における明治初期洋風建築の研究』北海道大学図書刊行会　1993年より転載

模範家畜房
穀物庫の板状断面材が密に
配され、カラービームの見
られる小屋組はバルーン・
フレーム構造の特徴。

　

農
場
（
農
黌
園
）
で
最
大
規
模
の
建

物
は
模
範
家
畜
房
（
モ
デ
ル
バ
ー
ン
）

で
、
Ｗ
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
設
計
で
は

バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
で
あ
っ

た
が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
、
日
本
人

大
工
ら
に
よ
る
開
拓
使
技
術
者
た
ち

は
在
来
の
構
造
方
法
を
取
り
入
れ
た
。

　

一
方
、
穀
物
庫
（
コ
ー
ン
バ
ー
ン
）

は
、
２
階
床
の
根
太
が
板
状
断
面
材

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
板
状
の
根
太
と

根
太
の
間
に
振
れ
止
め
（
写
真
参
照
）

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
小
屋
を
構
成
す

る
垂
木
が
板
状
断
面
材
で
カ
ラ
ー

ビ
ー
ム（
垂
木
つ
な
ぎ
、
写
真
及
び
断

面
図
参
照
）で
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
の

特
徴
が
見
ら
れ
る
。

旧
札
幌
農
学
校
農
黌
園
模
範
家
畜
房（
モ
デ
ル
バ
ー
ン
）と

穀
物
庫（
コ
ー
ン
バ
ー
ン
）

明治10年（1877年）
模範家畜房 設計／Ｗ.ホイーラー
穀物庫 設計／ W. P.ブルックス
重要文化財

穀物庫

穀物庫の２階床の振れ止め図5  穀物庫断面図
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